
先日、一般社団法人JCMA代表理事でコミュ

ニケーション講師でもある吉井奈々さんにお

越しいただき、人権講演会を開催しました。

吉井先生のこれまでの経験で感じたことや幸

せの多様性についてユーモアを交え、楽しく

優しく(時には力強く)お話いただきました。

「幸せのカタチはみんなちがっていい」

「カラフルな生き方」

「今の自分が幸せでいること」

「幸せな検索」

「自分の理解者を見つける」

等々、心に残る言葉やお話がたくさん詰まっ

た素敵な時間となりました。みなさんも、心

に響く言葉や共感するお話に元気や勇気をた

くさんもらえたのではないでしょうか。

最近、さまざまな場面で「多様性（ダイバ

ーシティ）」という言葉をよく耳にするよう

になりました。性別や年齢、国籍、価値観と

いって自分が大切にしていることなどは人そ

れぞれです。一人ひとりに違いがあり、それ

ぞれが違うからこ

そお互いに相手の

ことが気になった

り、助け合ったり

して生きているの

が私たち人間の社会です。みなさんも学校生

活の中で一人ひとりの性格や得意なこと、考

え方や趣味などは人それぞれ違うんだと感じ

る場面があると思います。そのような一人ひ

とりの違いを個性といいます。みなさん一人

ひとりの個性と個性が混ざりあいながら、よ

りよい世界を創り出していこうとする心のあ

りかたが多様性（ダイバーシティ）の本質で

あると思います。

一人ひとりの個性が尊重され、多様性が大

切にされる集団だからこそ、そこには一人ひ

とりに安心できる居場所があり、一人ひとり

が自分らしく輝くことができるのだと思いま

す（吉井先生が仰っていた「カラフルな生き

方」ができるのだと思います）。一人ひとり

の個性を尊重し、多様性を大切にできる最高

の「チーム箕中」を創

っていきましょう。

（校長室だより）

R5･12･15有田市立箕島中学校

№33

現在、４月からのみ

なさんの学校生活のよ

うすをまとめた動画を

生徒玄関のモニター等

で流しています。バッ

クで流れている音楽の

歌詞にも多様性を大切

にするメッセージがた

くさん入っています。

英語なので分かりにく

いですが、どんなメッ

セージが入っているの

か分かったら教えてく

ださい。


